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●工夫したこと 
1 跳び箱の「頭はね跳び」の段階的指導 
（1）主運動につながる準備運動 
 〇１年生から体重を腕で支持できる運動をさせる 
  ・肋木さかだち・カエルの足うち・カエル倒立 

・背支持倒立・ブリッジ・クマ歩き・タイヤ跳び 
・馬跳び・カエル跳び・うさぎ跳び 

（2）自分に合った場の設定 
  〇主運動の練習も段階的に 
   ・マットで前転・伸しつ前転 → 高さを上げる 
   ・フォーム跳び箱→マット付き跳び箱→跳び箱 
   ・ブリッジ→ゆりかごからブリッジ→前転から 

ブリッジ→重ねたマットでブリッジ→跳び箱で 
〇跳び箱の高さに加え、踏切と着地も選べるように 

   ・跳び箱と同じ高さ→１段ずつ下げる→踏切板 
   ・ウレタンマット→マット３枚重ね→マット１枚 
  〇マークあり→マークなし 
  〇短い跳び箱の横置き→縦長置き→長い跳び箱 
 
2 開脚跳びなどなら 
  〇先輩の技を動画で見る 

〇遅延再生で自分の技を見る 
〇技のポイントをしぼって練習する 
〇技ができたら調整板の個数・助走距離・着地の足
ピッタリ賞などに挑戦する   

 
 Check：取組の成果            
サーキットや５分間走を重ねることで運動を苦手だと

感じている子どもも運動に慣れ、自信を持って取り組む
姿が見られた。跳び箱ではどの技でも主体的に自分に合
った場や運動を選んで、仲間と励まし合いながら練習す
る姿が見られた。 
生活習慣を改善する取組を保護者と共同でしたこと

で、２学期末アンケートの数値に改善が見られた。 
 
 Action：今後の課題                
運動量の個人差を減らす 

① 休み時間の運動を増やす 
② 家庭での運動時間確保を促す 

 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
◆敏捷性や持久力を要する運動の値が低い 
◆運動量の個人差が大きい 
◆高学年に睡眠時間の短い児童がいる 
 
2 取組の計画 
① 「目標を持って挑戦させる」 

○努力の足跡がわかる取組 
○短距離走・持久力を高める取組   

② 「生活習慣の確立」 
○児童会・PTAとの取組 

 Do：実践内容               
1淮園っ子パワーアッププロジェクト 
（1）１日１回、運動しよう 

① 休み時間にできる運動遊びの紹介 
② 昼休み体育館使用と学級全員遊び    

（2）みんなで取り組もう 
①  サーキットで３分間トレーニング（ダッシュ含む） 
②  マラソン大会に向けた中休み５分間走 
③  縄跳び大会の持久とびにむけて 

 (ふりかえりシート活用) 
（3）生活習慣の確立にむけて 
  ①親子で取り組む「体温・朝食・就寝時間チェック」 
  ②保健給食委員会からの発表 
（4）ふれあい祭り 親子で運動 

① 敏捷性を高める「足じゃんけん」 
② 調整力「リズムトレーニング」 
③ 入眠前の「かんたんヨガ」 
④ 「親子でボッチャ」 

  
2 九重町体育実技講習会 
 （1）公開授業 
   ３・４年 とび箱運動「発展技に挑戦しよう」 
（2）講義 

  体育の授業で運動量確保のための工夫 
① 前時のおさらいプラス１ 
② 説明は休憩時間に 
③ 毎時間後半に既習内容のゲームを 

（3）実技 
  九重町の体力課題克服に向けた運動の紹介 

① 準備の要らないサーキット 
② 短距離走と持久走の工夫 

  ③ 瞬発力を高める運動 

共に学び、高め合い、 
挑戦する淮園っこの育成 

 
大分県九重町立淮園小学校 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
・ストレスが減る        ・笑顔が増える 
・自信がわいてくる       ・積極的になる 
・学校全体が明るくなる 

全校児童数 ３１名 （男子 １３名 女子 １８名） 

全クラス数 ５ 教職員数 １２名 

体育専科教員訪問学校数 ５校 

訪問校 
（毎週）野矢小 

（隔週）野上小・南山田小・飯田小・東飯田小 

体育専科教員名 酒井 静女 
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公開授業 とび箱運動 ふれあい祭り 親子でストレッチ＆トレーニング 

 

 

 

 

 


